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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の前記画像に隙間をあけて設置され、前記画像を複数の表示領域に区画する
見返し部材と、を備え、
　前記表示部は、
　前記見返し部材と対向する前記複数の表示領域の境界部に区画画像を表示し、
　前記複数の表示領域のうち第１の表示領域を第１の色にて表示し、
　前記複数の表示領域のうち前記第１の表示領域に隣り合う第２の表示領域を第２の色に
て表示し、
　前記第１の表示領域および前記第２の表示領域間の前記区画画像を第３の色にて表示し
、
　前記区画画像における前記第３の色を、前記第１の表示領域から前記第２の表示領域に
近づくにつれて、前記第１の色から前記第２の色に変化するようにグラデーションで表示
する、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の前記画像に隙間をあけて設置され、前記画像を複数の表示領域に区画する
見返し部材と、を備え、
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　前記表示部は、
　前記見返し部材と対向する前記複数の表示領域の境界部に区画画像を表示し、
　前記複数の表示領域のうち第１の表示領域を第１の色にて表示し、
　前記複数の表示領域のうち前記第１の表示領域に隣り合う第２の表示領域を第２の色に
て表示し、
　前記第１の表示領域および前記第２の表示領域間の前記区画画像を第３の色にて表示し
、
　前記区画画像における前記第３の色を黒色又は灰色で表示する、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の前記画像に隙間をあけて設置され、前記画像を複数の表示領域に区画する
見返し部材と、を備え、
　前記表示部は、
　前記見返し部材と対向する前記複数の表示領域の境界部に区画画像を表示し、
　前記複数の表示領域のうち第１の表示領域を第１の色にて表示し、
　前記複数の表示領域のうち前記第１の表示領域に隣り合う第２の表示領域を第２の色に
て表示し、
　前記区画画像は、隣り合う前記第１の表示領域と前記第２の表示領域のうちいずれか一
方にはみ出して表示されている、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　前記区画画像は、前記見返し部材の幅よりも狭い幅で表示されている、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置は、例えば、特許文献１に開示された車両用の表示装置がある。この表示装置
は、車速等の車両情報を画像表示するＴＦＴ型の液晶表示パネル（表示部）と、この液晶
表示パネルの可視領域を定めるための黒色樹脂製の見返し部材とから主に構成されている
。このような構成によれば、表示装置を視認する視認者は、液晶表示パネルの表示エリア
に表示される前記車両情報と当該表示エリアを包囲するように設けられる黒色の見返し部
材とを視認することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１８１３９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の車両用の表示装置にあっては、表示エリアを上下の２つのサブ表示エ
リアに区画するような横に細長い梁状の単一の区画壁が見返し部材に一体形成され、上側
サブ表示エリアの上側背景画像の色が白色で、下側サブ表示エリアの下側背景画像の色が
黄色であるような場合、前記区画壁の直下に対応する液晶表示パネル箇所に、上側背景画
像の色である白色と、下側背景画像の色である黄色とを上下半分ずつ画像表示することが
行われていた。すると、液晶表示パネルと見返し部材との間に隙間が形成されているよう



(3) JP 6597230 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

な条件下にあっては、表示装置を視認する視認者が、背景画像が白色の上側サブ表示エリ
アを見た際に、視差によって前記隙間から下側背景画像の色である黄色が見えてしまい、
表示品位が低下しまうという問題があった。
【０００５】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、表示品位を向上できる表示装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る表示装置は、
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の前記画像に隙間をあけて設置され、前記画像を複数の表示領域に区画する
見返し部材と、を備え、
　前記表示部は、
　前記見返し部材と対向する前記複数の表示領域の境界部に区画画像を表示し、
　前記複数の表示領域のうち第１の表示領域を第１の色にて表示し、
　前記複数の表示領域のうち前記第１の表示領域に隣り合う第２の表示領域を第２の色に
て表示し、
　前記第１の表示領域および前記第２の表示領域間の前記区画画像を第３の色にて表示し
、
　前記区画画像における前記第３の色を、前記第１の表示領域から前記第２の表示領域に
近づくにつれて、前記第１の色から前記第２の色に変化するようにグラデーションで表示
する、
　ことを特徴とする。
　また、本発明に係る表示装置は、
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の前記画像に隙間をあけて設置され、前記画像を複数の表示領域に区画する
見返し部材と、を備え、
　前記表示部は、
　前記見返し部材と対向する前記複数の表示領域の境界部に区画画像を表示し、
　前記複数の表示領域のうち第１の表示領域を第１の色にて表示し、
　前記複数の表示領域のうち前記第１の表示領域に隣り合う第２の表示領域を第２の色に
て表示し、
　前記第１の表示領域および前記第２の表示領域間の前記区画画像を第３の色にて表示し
、
　前記区画画像における前記第３の色を黒色又は灰色で表示する、
　ことを特徴とする。
　さらに、本発明に係る表示装置は、
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の前記画像に隙間をあけて設置され、前記画像を複数の表示領域に区画する
見返し部材と、を備え、
　前記表示部は、
　前記見返し部材と対向する前記複数の表示領域の境界部に区画画像を表示し、
　前記複数の表示領域のうち第１の表示領域を第１の色にて表示し、
　前記複数の表示領域のうち前記第１の表示領域に隣り合う第２の表示領域を第２の色に
て表示し、
　前記区画画像は、隣り合う前記第１の表示領域と前記第２の表示領域のうちいずれか一
方にはみ出して表示されている、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
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　本発明によれば、表示品位を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の表示装置の一実施形態に係り、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）中のＡ
－Ａ断面図、（ｃ）は、部分拡大断面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る見返し部材を取り除いた表示部の正面図である。
【図３】本発明の他の一実施形態に係り、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）中のＢ－Ｂ拡
大断面図である。
【図４】本発明のさらに他の一実施形態に係る見返し部材を取り除いた表示部の正面図で
ある。
【図５】本発明の他の一実施形態に係り、（ａ）は通常の走行状態の正面図、（ｂ）は優
先順位を変えた警告状態の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の一実施形態に係る表示装置を、図面を参照して詳細に説明する。
　本実施形態の表示装置１は、例えば、車両に搭載され車両に関する各種計測量等を画像
で表示する車両用の表示装置（計器装置）１として構成される。
　表示装置１は、画像を表示する表示部１１と、表示部１１の画像に隙間２１をあけて設
置され、画像を複数の表示領域３０に区画する筐体（計器用筐体）としての見返し部材２
０と、を備え、表示部１１は、見返し部材２０と対向する複数の表示領域３０の境界部４
０に区画画像５０を表示して構成されている。
　すなわち、表示装置１は、図１に示すように、例えば液晶パネル（ＬＣＤ；Liquid Cry
stal Display）で構成した画像表示器１０の１つの表示部１１に、隙間２１をあけて見返
し部材２０を配置して複数の表示領域３０、図示例では、４つの表示領域３１～３４に区
画する。画像表示器１０は、表示部１１のこれら４つの表示領域３１～３４の境界部４０
に区画画像５０を表示し、表示部１１と見返し部材２０との隙間２１から車両利用者（視
認者）の視差によって隣の領域が見えないようにして表示品位を向上する。
　表示装置１は、表示部１１を有する画像表示器１０、見返し部材２０、これらを収納す
るケース６０を備えて構成される。
【００１０】
　表示部１１は、画像表示器１０に備えられる。画像表示器１０は、例えばドットマトリ
クス型のＴＦＴ（Thin Film Transistor）モジュールで構成され、液晶パネルで構成され
た表示部１１とバックライトユニット１２とを有して構成されている。
　画像表示器１０の表示部１１は、バックライトユニット１２からの光を受けて、画像を
表示する。表示部１１は、一対の透明基板と両基板間に封入された液晶層とからなる液晶
セルと、液晶セルを挟んで対向する偏光フィルタと、を有する。透明基板には、ＩＴＯ（
Indium Tin Oxide）等により透明電極が形成されている。表示部１１は、ＦＰＣ（Flexib
le Printed Circuits）等の可撓性基板を介して、回路基板（図示せず）に実装される画
像表示器１０用のドライバ、制御部（図示せず）と接続されている。制御部の制御の下で
、透明電極を介して液晶層に駆動電圧が印加されると、液晶層の液晶分子の配向が制御さ
れ、表示部１１が有する複数の画素の各々が透過／不透過状態に切り替わる。このような
画素の組合せにより、画像表示器１０の表示部１１は、所定の画像をカラー表示する。
　なお、表示部１１による画像の表示の詳細については、後述する。
【００１１】
　画像表示器１０のバックライトユニット１２は、光源と導光体とで構成される。
　光源は、例えばＬＥＤ（Light Emitting Diode）で構成される。光源は、画像表示器１
０の表示部１１のＴＦＴモジュールの基板（図示せず）に複数のＬＥＤが実装され、光源
が実装された基板は、ＦＰＣ等の可撓性基板を介して、回路基板のバックライトユニット
１２用のドライバ、制御部（図示せず）と接続されている。制御部の制御の下で、可撓性
基板を介して光源に駆動電流が供給されると、光源は、表示部１１（前記導光体）に向け
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て光を出射する。
【００１２】
　導光体は、光源が出射した光を画像表示器１０の表示部１１に向けて導くものである。
導光体は、ポリメタクリル酸メチル樹脂（ＰＭＭＡ）などの透明樹脂から、平板状に形成
されている。導光体は、略矩形に形成され、反射フィルムを介して、樹脂ケース（図示せ
ず）内に配設されている。導光体は、複数の光源の各々と対向し、対向する面は、各光源
からの光が入射する入射面となっている。この入射面には、入射する光源からの光を拡散
させて導光体の内部に導く光拡散処理が施されている。光拡散処理としては、例えば微細
な凹凸や、ドット状の突起・印刷などで粗面化されることで、光拡散処理が施されている
。
　また、導光体の表示部１１側を向く面は、導光体を通過した光源からの光が出射する出
射面となっている。この出射面には、導光体からの出射光を拡散させて出射させる拡散処
理が、入射面と同様に、施されている。
【００１３】
　導光体の裏面には、反射フィルムが配置される。反射フィルムは、樹脂等から白色に形
成されたフィルム状の部材であり、導光体から漏れ出た光を反射させて、再び導光体に入
射させることで、導光体を通過する光源からの光のロスを低減するためのものである。
【００１４】
　見返し部材２０は、表示部１１の前面側（視認者側）に配置された前面側筐体であり、
画像表示器１０の表示部１１の不要箇所を隠蔽すると共に、表示部１１の表示領域３０を
複数に区画する開口部を備えた枠状に形成されている。また、この場合、見返し邪材２０
は、黒色の遮光性合成樹脂材料によって形成され、表示部１１との間に隙間２１を介して
ケース６０に取り付けられ、１～３ｍｍ程度の隙間２１を空けることで、熱などの変形に
よる表示部１１との接触を回避できるようにしてある。
【００１５】
　制御部は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡ
Ｍ（Random Access Memory）等を備えて構成されており、例えば、ＲＯＭに書き込まれた
プログラムにしたがって所定の演算処理を実行する。なお、プログラムは、外部メモリを
介して外部から取得するようにすることもできる。
　回路基板に実装される制御部は、例えば、車両のＥＣＵ（Electronic Control Unit）
から車速、エンジン回転、車両情報、環境情報やエンタテインメント情報等を、各種セン
サ等を介して取得する。制御部は、取得した情報に基づき、例えば図１に示すように、４
つの表示領域３１～３４に応じて、表示する画像を作成する。
　すなわち、第１の表示領域としての表示領域３１には、車速を表示する画像が表示され
る。制御部は、スピードメータ３１ａの背景画像となる目盛り３１ｂや文字３１ｃとなる
文字板データを外部メモリ等から読み込んで表示領域３１にカラー表示する。また、取得
した車速情報に基づき指針３１ｄの画像を作成し、表示領域３１にカラー表示する。
　制御部は、第１の表示領域としての表示領域３２にエンジン回転を表示するタコメータ
３２ａの背景画像となる目盛り３２ｂ、文字３２ｃを外部メモリ等から読み込んでカラー
表示すると共に、取得したエンジン回転の情報に基づき指針３２ｄの画像を作成し、表示
領域３２にカラー表示する。
　制御部は、第２の表示領域としての表示領域３３に、図示省略したが、冷却水の水温や
エンジンオイルの油温等の車両情報、時刻３３ａやカレンダー、外気温度３３ｂ等の画像
を文字や図形として作成し、カラー表示する。
　制御部は、第２の表示領域としての表示領域３４にオーディオ機器の再生トラック３４
ａやドライブモード３４ｂ等の画像を文字や図形として作成し、表示領域３４にカラー表
示する。
【００１６】
　さらに、本発明の表示装置１では、制御部は、区画画像５０や、複数の表示領域３０の
色や輝度などの表示を制御する。
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　区画画像５０は、画像表示器１０の表示部１１と見返し部材２０との間に隙間２１に対
向して表示部１１に表示する画像である。区画画像５０は、表示部１１と見返し部材２０
とに隙間２１があるため、車両利用者（視認者）の視差によって複数の表示領域３０の境
界部４０から隣り合う表示領域３０が見えてしまうこと（色見え）を防止するための画像
である。つまり、区画画像５０は、見返し部材２０と対向する表示部１１の複数の表示領
域３０の境界部４０に表示される。
　本実施形態の区画画像５０は、複数の表示領域３０として４つの表示領域３１～３４に
区画されている各表示領域３１～３４の背景色（後述する第１の色や隣り合う第２の色）
とは異なる表示色（第３の色）とされる。区画画像５０を表示する色（第３の色）は、黒
色や灰色等で表示される。区画画像５０は、黒色等の暗い色とすることが好ましく、こう
することで、境界部４０に影のように表示され、視差による色見えを有効に防止すること
ができる。
【００１７】
　区画画像５０の幅Ｂは、図１（ｃ）に示すように、見返し部材２０の幅Ｂ１の８０～９
０％の範囲が好ましく、見返し部材２０の設置精度によらず隣接する表示領域３０にはみ
出さないように表示することができる。
　なお、図２は、表示装置１で見返し部材２０を取り除いた表示部１１の表面を示すもの
で、見返し部材２０の幅Ｂ１を２本の破線で示し、区画画像５０を１本の実線で示したも
のであり、区画画像５０の幅Ｂの中心を示し、上記区画画像５０の幅Ｂの説明を反映した
ものではく、配置のみを明確に説明するものである。
　このような区画画像５０を複数の表示領域３０の境界部４０の見返し部材２０と対向す
る表示部１１に画像として表示することで、視差による色見えを有効に防止でき、表示品
位を向上することができる。
【００１８】
　さらに、本表示装置１では、複数の表示領域３０のうち、表示領域３１，３２の色（第
１の色）や表示領域３３，３４の色（第２の色）に対して区画画像５０の色を異なる色（
第３の色）とすることで、表示部１１の表示品位を、複数の表示領域３０の色を変えるこ
とで向上することができ、複数の表示領域３０の色を変えても、異なる色の区画画像５０
によって視差による色見えを有効に防止できる。
　複数の表示領域３０の色は、特に限定するものではなく、表示装置１としての機能から
任意に設定すれば良い。表示装置１では、例えば、表示領域３１、３２を白色とし、表示
領域３３を黄色、表示領域３４を水色とする。この場合に、区画画像５０の色は、上述し
たように、黒色または、灰色とすることで、視差による色見えを有効に防止でき、表示品
位を向上することができる。
　すなわち、表示装置１では、表示領域３１，３２の白色（第１の色）や表示領域３３，
３４の黄色や水色（第２の色）に対して区画画像５０は黒色または灰色（第３の色）の異
なる色で構成される。
　また、各表示領域３１～３４の色は、常時同じ色で画像表示する必要はなく、車両の状
況や表示すべき画像情報に応じて変えることもできる。なお、表示装置１における各表示
領域３１～３４の表示画像の色を画像情報に応じて変える場合については、後述する。
【００１９】
　次に、表示装置１の他の実施の形態について図３により説明する。
　本実施の形態の表示装置１では、区画画像５０による色見えの防止に加えて、表示品位
をさらに向上するため、区画画像５０によるはみ出し画像５１によって立体感を表示でき
るようにしている。
　表示装置１では、区画画像５０は、複数の表示領域３０のうち隣り合う第１の表示領域
３１，３２と第２の表示領域３３，３４のうちいずれか一方にはみ出して表示されている
。すなわち、区画画像５０は、図３に示すように、はみ出し画像５１を備えて、はみ出し
画像５１が隣接する複数の表示領域３０に、はみ出している。はみ出し画像５１は、例え
ば、図３（ａ）の左斜め上方から光が当たったときに形成される影の画像として構成して
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ある。
　はみ出し画像５１は、表示領域３１では、スピードメータ３１ａの左上斜め４５度を中
心に略半円の内側に形成され、表示領域３２でも、同様に、タコメータ３２ａの左上斜め
４５度を中心に略半円の内側に形成してある。また、はみ出し画像５１は、表示領域３３
では、上縁部の内側とタコメータ３２ａの表示領域３２の境界部４０の外側（表示領域３
３から見れば境界部４０の内側となる。）に形成され、表示領域３４では、上縁部の内側
とタコメータ３２ａの表示領域３２の境界部４０の外側（表示領域３４から見れば境界部
４０の内側となる。）に形成してある。
　はみ出し画像５１の色は、区画画像５０の色に合わせて黒色や灰色等として画像表示す
る場合に限らず、はみ出し画像５１が画像表示される各表示領域３１～３４の色に対して
濃い色とする等種々の色で画像表示するようにしても良い。また、後述するグラデーショ
ンＧで表示するようにしても良い。
　なお、はみ出し画像５１は、図示例のように、左斜め上方から光が当たったときの影を
画像として表示する場合に限らず、見返し部材２０の各表示領域３１～３４の内側周囲全
体に表示したり、他の方向からの光を想定した影として画像表示するようにしても良い。
　このように区画画像５０に、はみ出し画像５１を加えて画像表示することで、影の画像
を表示することができ、見返し部材２０との組み合わせで、より立体的な画像表示を行う
ことできる。これにより、一層表示装置１の表示品位の向上を図ることができる。
【００２０】
　次に、表示装置１の他の実施の形態について図４により説明する。
　本実施の形態の表示装置１では、区画画像５０（図４中には図示せず）による色見えの
防止に加えて、表示品位をさらに向上するため、区画画像５０を境界部４０の中心から各
表示領域３１～３４に近づくに表示色をグラデーションＧ（gradation）で表示するよう
にしている。表示装置１では、表示部１１は、区画画像５０における第３の色を、第１の
表示領域３１，３２から第２の表示領域３３，３４に近づくにつれて、第１の表示領域３
１，３２の第１の色から第２の表示領域３３，３４の第２の色に変化するようにグラデー
ションＧで表示する。
　表示装置１は、第１の表示領域となる表示領域３１と、これと隣合う第２の表示領域と
なる表示領域３３との間、及び第１の表示領域となる表示領域３１と、これと隣合う第２
の表示領域となる表示領域３４との間で、区画画像５０の色をグラデーションＧで表示す
る。また、第１の表示領域となる表示領域３２と、これと隣合う第２の表示領域となる表
示領域３３との間、及び第１の表示領域となる表示領域３２と、これと隣合う第２の表示
領域となる表示領域３４との間で、区画画像５０の色をグラデーションＧで表示する。さ
らに、第１の表示領域となる表示領域３３と、これと隣合う第２の表示領域となる表示領
域３４との間で、区画画像５０の色をグラデーションＧで表示する。
【００２１】
　グラデーションＧは、例えば、表示領域３１を青色の画像表示とし、表示領域３３を緑
色の画像表示とする場合には、見返し部材２０と対向する表示部１１に表示する区画画像
５０を見返し部材２０の幅Ｂ１に対して８０～９０％の幅Ｂの範囲で表示領域３１側から
表示領域３３側に近づくにつれて青色から緑色に近づくように変化させる。
　こうすることで、表示領域３１の青色と、隣合う表示領域３３の緑色との間の境界部４
０に、区画画像５０として黒色や灰色の画像を表示部１１に表示する場合に比べ、境界部
４０における急激な色の変化が生じないため、隙間２１による色見えが目立ち難くなる。
　このようなグラデーションＧで区画画像５０を表示することで、２つの表示領域３１，
３３の間の区画画像５０の色の変化が小さくなり、表示品位を向上することができると共
に、デザイン性を向上することができる。
　なお、本実施の形態では、区画画像５０のみをグラデーションＧで表示する場合を例に
説明したが、既に説明した実施の形態のように、区画画像５０に加えてはみ出し画像５１
についてもグラデーションＧで表示するようにしても良い。また、グラデーションＧの表
示を行う各表示領域３１～３４の色は、何ら限定するものでない。
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【００２２】
　次に、表示装置１の他の実施の形態について図５により説明する。
　本表示装置１では、複数の表示領域３０のうち、第１の表示領域３１，３２の第１の色
や第２の表示領域３３，３４の第２の色に対して区画画像５０（図５中には図示せず）を
第３の色とすることを利用しており、表示装置１は、区画画像５０で区画された各表示領
域３１～３４による表示品位の向上を図るため、表示すべき表示画像の情報に応じて複数
の表示領域３０の色を変えるようにしている。
　表示装置１では、通常の走行状態では、各表示領域３１～３４に優先順位１～４を設定
し、表示領域（スピードメータ３１ａの表示）３１と表示領域（タコメータ３２ａの表示
）３２の優先順位を１，２とするのに対し、表示領域（再生トラック３４ａやドライブモ
ード３４ｂの表示）３４を優先順位３とし、表示領域（時刻３３ａや外気温度３３ｂ等の
表示）３３を優勢順位４としている。
　このような場合には、表示装置１では、例えば表示領域３１,３２を白色の背景色とし
、表示領域３３を黄色の背景色、表示領域３４を水色の背景色とする。
　一方、表示装置１は、例えば車両情報から水温が異常に上昇し車両の故障の恐れがある
場合には、運転に必要な表示領域３１の車速の表示の優先順位は１のままとし、水温の表
示を予め設定してある表示領域、例えば表示領域３３に水温の異常の画像を表示すると共
に、表示領域３３の優先順位を２に変更する。そして、表示領域３３の輝度や色のバラン
スを変えて視認者（運転者）に注意を促すようにし、例えば、黄色の背景色をそのままと
し、赤色の水温計の警報画像や温度の文字を画像表示することで注意を促す。
　このような表示領域３０の輝度や色のバランスを変えることで、表示装置１で表示する
表示情報の優先順位を変える場合には、各表示領域３１～３４の全体の色や輝度を変える
場合に限らず、中央部だけや右側や左側などの一部分の輝度や色を変えるようにすること
もできる。また、表示装置１での各表示領域３１～３４の輝度や色を変える場合には、画
像を連続して表示する状態（点灯状態）とする場合に限らず、画像を点滅させる点滅状態
としてより目立つようにすることもできる。
　また、複数の表示領域３０の優先順位を変えて表示すべき画像情報としては、上記の水
温の上昇の情報だけでなく、空気圧低下の情報等の車両情報、歩行者や前走車との衝突警
告の情報、滑りやすい路面での環境警告の情報等を挙げることができる。
　このような警告情報等を、各表示領域３１～３４に優先順位を設定し、優先順位の高い
各表示領域３１～３４の輝度や色を変えることで、表示品位を向上することができ、これ
によって、視認者の注意を一層喚起することができる。
【００２３】
　なお、表示装置１では、通常の各表示領域３１～３４の色を、図１で説明した、例えば
、表示領域３１,３２を白色の背景色とし、表示領域３３を黄色の背景色、表示領域３４
を水色の背景色とした状態から、表示領域３３の優先順位を変えて表示領域３３で水温の
警告表示をする場合を例に説明したが、次のようにすることもできる。すなわち、表示装
置１で、通常の各表示領域３１～３４の色を、全て同一の黒色や濃い灰色等の背景色とし
て優先順位を同一としておき、それぞれの指針３１ｄ、３２ｄ等の画像情報を白色等で表
示している表示状態から、例えば表示領域３３に水温の異常の画像を表示する場合に、表
示領域３３の優先順位を２に変更する。そして、表示領域３３の背景色を黄色に変更し、
赤色の水温計の警報画像や赤色の温度の文字を画像表示して注意を喚起するようにしても
良い。この場合、各表示領域３１～３４の通常の背景色や画像情報の表示の色は、どのよ
うなものであっても良く、これら表示領域３１～３４の輝度や色のバランスを変更して注
意を喚起できれば良い。
【００２４】
　本発明の表示装置１によれば、画像を表示する表示部１１と、表示部１１の画像に隙間
２１をあけて設置され、画像を複数の表示領域３０に区画する見返し部材２０と、を備え
、表示部１１は、見返し部材２０と対向する複数の表示領域３０の境界部４０に区画画像
５０を表示するようにしたので、見返し部材２０によって視認者の視差による色見えを防
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止すことができ、表示品位を向上することができる。
【００２５】
　本発明の表示装置１によれば、表示部１１は、複数の表示領域３０のうち第１の表示領
域３１，３２を第１の色にて表示し、複数の表示領域３０のうち第１の表示領域３１，３
２に隣り合う第２の表示領域３３，３４を第２の色にて表示し、第１の表示領域３１，３
２および第２の表示領域３３，３４間の区画画像５０を第３の色にて表示するようにした
ので、第１の表示領域３１，３２と第２の表示領域３３，３４の色を変えることで、表示
品位を向上することができると共に、区画画像５０の第３の色によって隣接する表示領域
３１，３３あるいは隣接する表示領域３２，３４間の色見えを抑えることができ、表示品
位を向上することができる。
　また、表示部１１は、複数の表示領域３０のうち第１の表示領域３１，３２を第１の色
にて表示し、複数の表示領域３０のうち第１の表示領域３１，３２に隣り合う第２の表示
領域３３，３４を第２の色にて表示し、第１の表示領域３１，３２および第２の表示領域
３３，３４間の区画画像５０を第３の色にて表示するようにしたので、各表示領域３１～
３４の輝度や色のバランスを変えることで、表示情報の重要性に応じて優先順位を設定し
て視認者への注意喚起を行うことができ、表示装置１の機能を拡張して表示品位の向上を
図ることができる。
【００２６】
　本発明の表示装置１によれば、表示部１１は、区画画像５０における第３の色を、第１
の表示領域３１，３２から第２の表示領域３３，３４に近づくにつれて、第１の色から第
２の色に変化するようにグラデーションＧで表示するようにしたので、第１の表示領域３
１，３２と第２の表示領域３３，３４の間の区画画像５０の色の変化が徐々に変化するこ
とになり、デザイン性を向上することができると共に、一層色見えを抑えて表示品位を向
上することができる。
【００２７】
　本発明の表示装置１によれば、表示部１１は、区画画像５０における第３の色を黒色又
は灰色で表示するようにしたので、区画画像５０が影のように表示され、色見えを抑えて
表示品位を向上することができる。
【００２８】
　本発明の表示装置１によれば、区画画像５０は、見返し部材２０の幅Ｂ１よりも狭い幅
Ｂで表示されているので、見返し部材２０によって複数の表示領域３０に区画することが
できると共に、見返し部材２０からはみ出すことなく色見えを抑えることで、表示品位を
向上することができる。
【００２９】
　本発明の表示装置１によれば、区画画像５０は、複数の表示領域３０のうち隣り合う第
１の表示領域３１，３２と第２の表示領域３３，３４のうちいずれか一方にはみ出して表
示されているので、はみ出したはみ出し画像５１によって見返し部材２０に立体感や奥行
き感を与えることができ、一層表示品位を向上することができる。
【００３０】
　なお、上記の実施形態では、表示部１１をＴＦＴモジュールで構成する場合を例に説明
したが、有機ＥＬパネル等他の画像表示ディスプレイであっても良い。
　また、本発明は、上記の実施形態に限定されることなく、種々の態様で実施することが
できる。
【符号の説明】
【００３１】
１　　　　表示装置
１０　　　画像表示器
１１　　　表示部
１２　　　バックライトユニット
２０　　　見返し部材
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２１　　　隙間
３０　　　表示領域（複数）
３１　　　表示領域（第１の表示領域）
３１ａ　　スピードメータ
３１ｂ　　目盛り
３１ｃ　　文字
３１ｄ　　指針
３２　　　表示領域（第１の表示領域）
３２ａ　　タコメータ
３２ｂ　　目盛り
３２ｃ　　文字
３２ｄ　　指針
３３　　　表示領域（第２の表示領域）
３３ａ　　時刻
３３ｂ　　外気温度
３４　　　表示領域（第２の表示領域）
３４ａ　　再生トラック
３４ｂ　　ドライブモード
４０　　　境界部
５０　　　区画画像
５１　　　はみ出し画像
６０　　　ケース
Ｇ　　　　グラデーション
Ｂ　　　　区画画像の幅
Ｂ１　　　見返し部材の幅
【図１】 【図２】

【図３】
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